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魂をゆさぶる文学
伝説的なライフスタイル
ヘミングウェイのすべてを
網羅した本邦初の大事典
ついに刊行！
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志
賀
直
哉
は
国
木
田
独
歩
を
読
ん
で
、
短
篇
小
説
の
書
き
方
を
学
ん
だ
と
述

懐
し
て
い
る
が
、
私
の
場
合
は
ど
ん
な
具
合
に
な
っ
て
い
る
か
と
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
先
ず
読
ん

だ
の
が
『
わ
れ
ら
の
時
代
に
』
で
、
た
ち
ま
ち
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。

　

第
一
に
自
然
描
写
が
い
い
と
思
っ
た
。
木
々
の
ざ
わ
め
き
、
ス
ト
ー
ブ
で
燃

え
る
薪
、
谷
川
で
躍
ね
る
魚
、
何
も
か
も
眼
に
見
え
耳
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
書

か
れ
て
い
た
。
大
し
た
腕
前
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
余
分
に
は
披
露
し
な
い
で
、

登
場
人
物
の
心
に
触
れ
て
く
る
範
囲
だ
け
し
か
書
か
な
い
か
ら
、
微
妙
で
し
か

も
引
き
緊
っ
た
小
世
界
が
現
れ
て
く
る
の
だ
と
思
っ
た
。
第
二
に
驚
い
た
こ
と

は
、
文
章
の
テ
ン
ポ
で
あ
っ
た
。
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
次
か
ら
次
へ
と
話
を

く
り
拡
げ
て
い
る
が
、
決
し
て
大
事
な
こ
と
を
書
き
落
と
し
て
い
な
い
。
し
か

も
、
大
事
な
こ
と
で
も
さ
り
げ
な
く
触
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら
、
テ
ン
ポ

に
釣
ら
れ
て
、
こ
こ
ろ
よ
く
読
み
終
え
て
か
ら
、
不
思
議
な
余
韻
が
残
り
、
ど

う
い
う
わ
け
か
と
考
え
直
し
て
み
る
と
、
事
の
重
さ
が
解
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
第
三
の
特
徴
は
、
狂
気
と
か
破
滅
と
か
絶
望
が
微
妙
な
タ
ッ
チ
で
暗
示

し
て
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
戦
争
と
か
暴
力
が
人
間
性
に
印
し
た
痕
跡

で
あ
り
、
時
に
は
異
常
な
セ
ッ
ク
ス
の
結
果
で
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
私
は
、

こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
領
域
の
底
知
れ
な
い
暗
さ
を
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
想
像

し
た
。
同
時
に
、
闇
の
力
に
よ
っ
て
傷
つ
く
人
々
は
、
本
来
や
さ
し
く
ナ
イ
ー

ブ
で
、
い
わ
ば
自
然
の
寵
児
た
ち
で
あ
る
よ
う
に
思
え
、
彼
ら
に
同
情
し
た
の

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
ハ
ー
ド
・
ボ
イ
ル
ド
の
小
説
家
と

し
て
と
ら
え
、
冷
然
と
暴
力
を
描
い
て
い
る
な
ど
と
評
す
る
こ
と
に
は
反
対
で

あ
っ
た
。

　

私
は
今
で
も
、
信
州
の
山
小
屋
へ
一
人
こ
も
っ
て
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
読
み

か
え
す
こ
と
が
あ
る
。
夏
の
山
小
屋
で
、
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
へ
出
て
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
を
読
む
の
は
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
だ
。 

（「
小
川
国
夫
全
集
」
第
10
巻
よ
り
転
載
）

私を先導した作家
─アーネスト・ヘミングウェイ

小川国夫（作家）

◉推薦のことば ◉ヘミングウェイについて

『
老
人
と
海
』
を
訳
し
た
福
田
恆
存
は
そ
の
解

説
の
な
か
で
、「
時
間
」
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
、

「
空
間
」
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
対
比
を
試
み
て

い
る
。
歴
史
的
時
間
の
蓄
積
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
対
し
、
歴
史
の
浅
い
ア
メ
リ
カ
で
は
空
間

の
広
が
り
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を

持
つ
。

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
移
動
性
は
、「
空
間
」

の
国
な
ら
で
は
の
生
き
る
ス
タ
イ
ル
と
も
い
え

る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
内
を
旅
す
る
よ
う
に
、
彼

は
、
世
界
各
地
を
時
間
的
に
で
は
な
く
、
空
間

的
に
旅
し
続
け
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
て
も
ア
フ
リ
カ
に
い
て
も
、

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
空
間
を
水
平
的
に
移
動
す

る
。
過
去
の
し
が
ら
み
と
は
無
縁
に
、
パ
リ
と

キ
ュ
ー
バ
、
ス
ペ
イ
ン
と
キ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
を

平
面
的
に
移
動
す
る
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
ハ

ー
ド
ボ
イ
ル
ド
的
と
呼
ば
れ
る
文
体
の
疾
走
感
、

平
面
性
は
、
こ
の
移
動
の
あ
り
よ
う
と
関
わ
り

合
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
の
文
体
は
、

旅
す
る
人
間
の
一
種
、
傍
観
者
的
立
場
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
。

（『
ユ
リ
イ
カ
』
一
九
九
九
年
八
月
号
よ
り
部
分
抜
粋
）

移動し続けた作家

　

人
は
自
由
に
モ
ノ
ゴ
ト
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
も
そ
れ
を
い
か
に
柔

軟
に
咀
嚼
し
、
的
確
な
言
葉
に
し
て
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

巨
人
と
い
わ
れ
る
作
家
は
そ
れ
が
で
き
た
。
し
か
も
驚
く
ほ
ど
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
自
在
に
動
い
て
。

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
そ
の
巨
大
な
知
識
欲
と
探
求
心
を
基
盤
に
し
て
、
沢
山

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
間
た
ち
を
、
小
説
と
い
う
舞
台
で
行
動
さ
せ
、
思
考
さ
せ
、

読
む
者
の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な
物
語
を
沢
山
書
い
た
。
多
く
の
人
が
ヘ
ミ
ン

グ
ウ
ェ
イ
に
憧
れ
る
の
は
、
作
者
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
行
動
様
式
と
、
そ
の
小

説
の
世
界
が
常
に
一
体
化
し
て
い
て
、
小
説
と
作
者
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
同
時

に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

ぼ
く
は
宮
沢
賢
治
も
巨
大
な
作
家
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
が
、
賢
治
が
東
北

の
夜
に
宇
宙
を
眺
め
て
思
考
し
た
世
界
を
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
自
身
を
海
流

や
気
流
に
乗
せ
て
地
球
や
宇
宙
を
彷
徨
わ
せ
、
物
語
を
綴
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

巨人の驚くべきスケール

椎名誠（作家）

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
・
フ
ァ
ン
の
渇
き
を
い
や

す
１
冊
が
と
う
と
う
出
る
。
い
や
フ
ァ
ン
な
ら

ず
と
も
、
ア
メ
リ
カ
文
学
に
興
味
を
も
つ
者
な

ら
誰
に
で
も
、
必
携
の
参
考
書
だ
ろ
う
。
し
か

も
読
ん
で
い
て
面
白
い
。
な
ぜ
な
ら
、
普
通
の

参
考
書
に
書
い
て
な
い
、
味
わ
い
深
い
ヘ
ミ
ン

グ
ウ
ェ
イ
情
報
が
こ
こ
に
は
溢
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
ロ

イ
ヤ
ン
を
意
外
に
嫌
い
だ
っ
た
り
、ダ
シ
ー
ル
・

ハ
メ
ッ
ト
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
同
士
の
交
流
が

あ
っ
た
り
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ス
タ
イ
ン
と
の

仲
違
い
の
真
相
（
？
）
を
漏
ら
し
て
い
た
り
。

そ
の
ほ
か
、
短
編
や
エ
ッ
セ
イ
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
未
定
稿
作
品
や
意
外
に
多
く
の
詩
、
さ

ら
に
新
聞
記
者
時
代
の
記
事
の
数
々
ま
で
、
こ

こ
で
は
丹
精
こ
め
て
解
説
さ
れ
、
作
家
と
時
代

が
そ
こ
か
ら
芳
醇
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

も
ち
ろ
ん
ア
フ
リ
カ
や
キ
ュ
ー
バ
、
釣
り
や
闘

牛
や
愛
人
た
ち
の
話
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
バ

ー
ボ
ン
を
片
手
に
ち
び
り
ち
び
り
と
ペ
ー
ジ
を

め
く
り
た
く
な
る
、
そ
ん
な
本
だ
。
編
集
諸
氏

の
多
大
な
ご
苦
労
に
乾
杯
で
あ
る
。

味わい深い情報があふれ出す

川本三郎（評論家）平石貴樹（東京大学教授）
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◉本書の特色

◉
内
容
構
成

◉全作品を解説し、
　雑誌記事、
　手紙についても
　詳述
「第Ⅰ部　作品編」では長編、短編はもとより、
戯曲、詩などヘミングウェイの全作品を網羅
するほか、雑誌記事の全貌を明らかにし、
手紙についても 詳細に触れる。

◉多彩な
　関連項目
「第Ⅱ部　一般項目編」では家族、交友関係
から、動植物、地名、衣食住、文芸用語ま
で、200以上の関連項目を詳述。

◉資料・図版も
　充実
巻頭口絵には、ヘミングウェイの生涯を辿る
アルバムを付す。また、本文中に多数の写
真を掲載するほか、巻末に年譜、系図、関
連地図を付す。

◉詳細な索引
利便性を追求し、「人名」「地名」「作品名」
「用語（諸概念）」に分けた索引を付す。

◉信頼の執筆陣
ヘミングウェイ研究の国内における拠点であ
る、日本ヘミングウェイ協会の総力を結集。
最新の成果もとりいれ、ヘミングウェイをめぐ
る研究の最前線を提供する。

『日はまた昇る』『武器よさらば』

『誰がために鐘は鳴る』『老人と海』……。

数々の名作で知られる文豪の全主要作品を解説。

また、スペイン内戦、キューバ、キーウエスト、

釣り、酒、ハードボイルド、氷山理論、闘牛など、

その人生を彩った無数のキーワードを網羅。

第
Ⅰ
部

作
品
編

第
Ⅱ
部
一
般
項
目
編

家
族

ク
ラ
レ
ン
ス（
父
）

グ
レ
ー
ス
・
ホ
ー
ル（
母
）

ハ
ド
リ
ー・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

　
（
最
初
の
妻
）

ジ
ョン（
長
男
）

ポ
ー
リ
ー
ン
・
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

　
（
二
番
目
の
妻
）

パ
ト
リ
ッ
ク（
次
男
）

グ
レ
ゴ
リ
ー
（
三
男
）

マ
ー
サ
・
ゲ
ル
ホ
ー
ン

　
（
三
番
目
の
妻
）

メ
ア
リ
ー・
ウ
ェル
シ
ュ

　
（
四
番
目
の
妻
）

マ
ー
セ
リ
ー
ン（
姉
）

ア
ー
シ
ュラ（
一番
目
の
妹
）

マ
デ
リ
ー
ン（
二
番
目
の
妹
）

キ
ャ
ロ
ル（
三
番
目
の
妹
）

レ
ス
タ
ー
（
弟
）

長
編

『
春
の
奔
流
』

『
日
は
ま
た
昇
る
』

『
武
器
よ
さ
ら
ば
』

『
持
つ
と
持
た
ぬ
と
』

『
誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
』

『
河
を
渡
っ
て
木
立
の
中
へ
』

『
老
人
と
海
』

『
海
流
の
中
の
島
々
』

『
エ
デ
ン
の
園
』

『
夜
明
け
の
真
実
』

『
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
麓
で
』

短編
『三つの短編と十の詩』
『ワレラノ時代ニ』
『われらの時代に』　  
『女のいない男たち』   
『勝者には何もやるな』　
『第五列と最初の四九の短編』
『二つのクリスマス物語』
『第五列と四つのスペイン内戦の物語』
『ニック・アダムズ物語』　
『フィンカ・ビヒア版ヘミングウェイ全短編集』

作家
スタイン
フィッツジェラルド
フォークナー
アンダソン
トウェイン
スタインベック
ドス・パソス
リリアン・ヘルマン
ダシール・ハメット
サリンジャー
Ｔ・Ｓ・エリオット
エズラ・パウンド
ソール・ベロー
カーヴァー
キャザー
トマス・ウルフ
ヴァージニア・ウルフ
シェイクスピア
ヘンリー・ジェイムズ
トルストイ
ツルゲーネフ
スタンダール
バルザック
ジェイムズ・ジョイス
ドロシー・パーカー
テネシー・ウィリアムズ
ウィンダム・ルイス
フォード・マドックス・フォード
グレアム・グリーン
開高健
大江健三郎
小川国夫
辻邦生
三島由紀夫
ハーマン・メルヴィル
スティーヴン・クレイン
ジュナ・バーンズ
Ｄ・Ｈ・ロレンス
イサク・ディーネセン

編
集
者
・
学
者

マッ
ク
ス
ウ
ェル
・
パ
ー
キ
ン
ズ

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー

カ
ー
ロ
ス
・
ベ
イ
カ
ー

マ
ル
カ
ム
・
カ
ウ
リ
ー

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヤ
ン
グ

エ
ド
マ
ン
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ェン
ト
ン

リ
リ
ア
ン
・
ロ
ス

イ
ワ
ン
・
カ
シ
ュ
キ
ー
ン

ジ
ョン
・
ア
ト
キ
ン
ズ

交友関係・
愛人たち
アルヴァ・ベッシー
モーリー・キャラハン
Ａ・Ｅ・ホッチナー
Ｃ・Ｔ・ラナム
アーチボルド・マクリーシュ
アグネス・フォン・クロウスキー
マージョリー・バンプ
ジェーン・メイソン
アドリアーナ・イヴァンチック
マレーネ・ディートリッヒ
キキ
チャールズ・トンプスン
フィリップ・パーシヴァル
シルヴィア・ビーチ
アリス・Ｂ・トクラス
ケイティ・スミス
キャパ
プルーデンス・ボールトン
ドーマン・スミス（チンク）
ジェラルド＆サラ・マーフィ夫妻
久米民十郎

動植物
ハイエナ
ヒョウ
ライオン
水牛
クズー
象
牛（闘牛）
猫
ウサギ
リス
馬・騾馬
アオサギ
ワシ
鮫
マーリン（マカジキ）
鱒
蟻
蝶
バッタ・イナゴ
ツガ
松
ニオイシダ
ケシ
リンゴ
ベリー

地
名
・
都
市

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
タ
リ
ア

ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ

ア
フ
リ
カ

中
米（
カ
リ
ブ
海
・
キ
ュ
ー
バ
・
キ
ー
ウ
ェス
ト
）

北
米

中
国
、
東
南
ア
ジ
ア

パ
リ

ヴ
ェニ
ス

ミ
ラ
ノ

ミ
シ
ガ
ン
湖

オ
ー
ク
パ
ー
ク

キ
ー
ウ
ェス
ト

モチーフ・
批評用語
死生観
原始主義
トラウマ
イニシエーション
ネイチャーライティング
ポストコロニアリズム
モダニズム
祝祭
双子化体験
鏡
髪
日焼け
フェティシズム
作者あるいは作者性
帝国主義
伝記研究
フェミニズム・ジェンダー批評

ジ
ェ
ン
ダ
ー・

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

男
性
性

女
性

生
殖（
妊
娠
・
出
産
・
中
絶
）

不
能

近
親
相
姦

異
性
装　

ホ
モ
セ
ク
シ
ュア
リ
テ
ィ

レ
ズ
ビ
ア
ニ
ズ
ム

両
性
具
有

ク
ィ
ア

セ
ク
シ
ュア
リ
テ
ィ

人種
インディアン
アフリカ系アメリカ人
アフリカ原住民
ユダヤ人
異人種混交
イタリア人
ジプシー

芸術
ピカソ
セザンヌ
マンティーニャ
ボス
ゴヤ
ミロ
ポピュラー音楽
ジャズ
クラシック
映画
写真
宗教観
演劇
ミュージカル
宝塚歌劇

時
代
・
戦
争

１
９
１
０
年
代

１
９
２
０
年
代

１
９
３
０
年
代

１
９
４
０
年
代

１
９
５
０
年
代

第
一
次
世
界
大
戦

第
二
次
世
界
大
戦

ス
ペ
イ
ン
内
乱

ギ
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※内容は変更になる場合がございます。
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◉編者のことば

　いつ、作家になろうと決めたかと聞かれ、「覚えて

いない。いつだって作家になろうと思っていたのだ」と、

あるインタビューでヘミングウェイは応えている。お

そらく、それは真実だろう。

「ぼく、バッファロー・ビルなんか知らないよ」とい

うのが生まれて始めての文だったと母親は記している。

アーネストが一歳と八ヵ月のときだ。それまでの断片

的な言葉にもすでに詩人のような閃きがあるが、この

一文を生み出す脳裏に潜む想像力と創造力は計り知れ

ないものがある。生まれながらにして詩人であり作家

だったのだろう。

　ヘミングウェイがモダニズム詩人だったということ

はあまり知られていない。十二歳のときに書いた野球

観戦について謳った詩に始まり、五十六歳のときに妻

に送った愛の詩まで、全部で九十編ある。寡作ではあ

るが、時代を直裁にとらえ、戦争や死や愛と真摯に向

き合い、可能な限り言葉を削ぎ落とし、抽象を排し、

ものの本質に迫ろうとした姿勢はそのままヘミングウ

ェイの短編と長編小説に通じる。

　死に至るまで書くことにこだわり続けたヘ

ミングウェイは、文学という言語芸術に対し

て終生、実験的であり続け、斬新さを求め続

けた作家であったが、その緊迫感から逃れる

かのように膨大な手紙を書いている。手紙は

心の内を語り、創作の背後に潜む秘密を語る。

　この大事典はこれらを網羅的に収録し、文

学者であり同時にひとりの人間であったヘミ

ングウェイの実像を浮き彫りにしている。

「作家の仕事は真実を語ることである」とヘミングウ

ェイは述べている。真実こそ読者に真の感動を与える

と直感していたのだ。真実を追求し、どう表現すれば

読者の琴線に触れる言葉を創造し得るかに腐心した。

今年はヘミングウェイ没後五十年になる節目の年であ

る。この記念すべき年に、『ヘミングウェイ大事典』

を世に問うのは大きな喜びである。ヘミングウェイの

文学が今も輝きを放っているのは、人間性という普遍

の領域を鋭く洞察し、万人が共有できる真実の鉱脈を

探り当てたからである。

　二〇世紀の世界を大きく変えることになった二つの

世界大戦とその間のスペイン内戦に身を投じ、戦争の

悲惨、運命に翻弄され苦悶する人間の営みに二〇世紀

の過酷な現実を見たが、その報道記事でヘミングウェ

イがいかに平和を希求していたかは余り知られていな

い。その意味で幾多の記事は、ヘミングウェイ像を捉

え直す可能性を秘めている。

　多くの傑作を遺し読者の心を魅了して止まない作家

ヘミングウェイ。四度の結婚をし、三人の息子の父親

になった人間ヘミングウェイ。六〇〇通に及ばんとす

る書簡は、文学的言及だけでなく、幅広い交友関係を

通して人間ヘミングウェイの素顔も顕わにする。また、

さまざまな土地から発信された書簡は四〇〇通近い記

事やエッセイと共鳴し、世界を縦横に旅し、取材した

ジャーナリスト、ヘミングウェイの行動力と豊かな体

験に基づく知識と眼差しに読者は魅了されるであろう。

本事典では、ヘミングウェイの筆から紡ぎ出されたあ

らゆる筆海のエッセンスだけでなく、偉大な作家の全

貌が多角的に捉えられ、好奇心を刺激して止まない。
今村楯夫
（いまむら・たてお）

1943年生まれ。アメリカ文学者、
東京女子大学教授。 ニューヨーク
州立大学大学院（ビンガムトン校）
博士課程修了。日本ヘミングウェイ
協会を設立し、現在同会顧問。主
な著書に『ヘミングウェイと猫と女
たち』（新潮社、1990年）、『ヘミン
グウェイのパリ・ガイド』（小学館、
1998年）、『ヘミングウェイの流儀』
（山口淳との共著、日本経済新聞出
版社、2010年）、などがあるほか、
翻訳も多い。

島村法夫
（しまむら・のりお）

アメリカ文学者、中央大学教授。
立教大学大学院文学研究科英米
文学専攻修士課程修了。日本ヘミ
ングウェイ協会会長。主な著書に
『ヘミングウェイ─人と文学』（勉
誠出版、2005年）、翻訳に『欲望
を読む─作者性、セクシュアリテ
ィ、そしてヘミングウェイ』（デブラ・
モデルモグ著、小笠原亜衣との共
訳、松柏社、2003年）などがある。
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最新の研究成果を踏まえた
決定版大事典！　
研究者、
大学・公共図書館必備。

「第Ⅰ部　作品編」
では全作品を網羅。
90篇の詩についても
解説を付す。

寄稿した雑誌記事、手紙
についても細かな調査に
基づいて言及した。

関連人物、モチーフ、批評用語、
衣食住など作家にまつわる200
以上の項目について最新の研究
成果に基づいて詳述。


